
報告事項２ 一般乗用旅客自動車運送事業の公定幅運賃の変更に伴う「中間南校区乗合タ

クシー運行計画書」及び「底井野校区予約型乗合タクシー運行計画書」の一

部変更について

九州運輸局⾧公示「一般乗用旅客自動車運送事業の公定幅運賃の範囲の指定について

（平成 26 年 2 月 28 日 九運公第 93 号）」の一部が令和７年６月 23 日付けで改正され、同

年７月 22 日から適用となります（資料２を参照）。

本市のコミュニティバスの運行経費は、公定幅運賃に基づく額としており、令和６年度

第１回中間市公共交通会議においてご承認いただきました「令和７年度中間市地域公共交

通計画（地域公共交通確保維持事業）」の添付書類である、各校区の運行計画書においても、

運行経費の算出方法等を記載しております。

つきましては、「中間南校区乗合タクシー運行業務委託契約」及び「底井野校区予約型乗

合タクシー運行業務委託契約」において、運行経費等の額を改正後の公定幅運賃に基づいて

再計算し、資料３のとおり運行計画書の一部を修正しましたので、ご報告します。

（関連資料）

資料２ 一般乗用旅客自動車運送事業の公定幅運賃の変更に係る公示等

資料３ コミュニティバス運行計画書の修正内容



資料２

















公定幅運賃の改定内容に基づくコミュニティバス運行経費の算定

○運賃改定前

【中間南校区乗合タクシーに係る運行キロ当たりの運行経費】

太賀・朝霧系統及び通谷・桜台系統の平均運行キロ程 9.3km を基に試算

公定幅運賃（普通車の場合）：初乗 770円/1.6km 加算 80 円/280ｍ

公定幅運賃から 9.3 ㎞は 3,010 円となるので、キロ当たりの運行経費は 323.7 円/㎞

【中間南校区乗合タクシー及び底井野校区予約型乗合タクシーに係る追走経費】

公定幅運賃の時間制運賃 2,310 円/30 分から試算

15分当たりの運行経費は 1,155 円

○運賃改定後

【中間南校区乗合タクシーに係る運行キロ当たりの運行経費】

太賀・朝霧系統及び通谷・桜台系統の平均運行キロ程 9.3km を基に試算

公定幅運賃（普通車の場合）：初乗 860円/1.6km 加算 80 円/253ｍ

公定幅運賃から 9.3 ㎞は 3,340 円となるので、キロ当たりの運行経費は 359.2 円/㎞

【中間南校区乗合タクシー及び底井野校区予約型乗合タクシーに係る追走経費】

公定幅運賃の時間制運賃 2,570 円/30 分から試算

15分当たりの運行経費は 1,285 円



５．運行経費（概算）

（１）運行車両 5人乗りセダンタイプ

（２）運行頻度（1つのバス停にバスが来る回数） 8便/日

（３）本数（全体の運行本数） 4本/日、週 4日（203日）

（４）運行系統キロ程 ①太賀・朝霧系統 10.6㎞

②通谷・桜台系統 7.9㎞

（５）運行条件

車両運行台数 1台

車両予備台数 4台

車両年間走行キロ ※追走運行を除く 7,516.4㎞/台

乗務員雇用者数 1人

乗務員数 1仕業

停留所数（往復で 42個） 25箇所

（６）キロ当たり運行経費 ※追走運行を除く

キロ当たり運行経費 323.7円/㎞

※キロ当たりの運行経費の算出について

令和 6年 10月運行開始時の両系統の平均運行キロ程 9.3kmを基に試算。

公定幅運賃（5人乗り普通車の場合）：770円/1.6km 80円/280ｍ

公定幅運賃より 3,010円/9.3㎞と試算し、キロ当たりでは、323.7円とする。

（７）運行経費（概算）

運行経費 2,433千円

追走経費 938千円

小計 3,371千円

※運行経費は（６）キロ当たり運行経費から試算。

※追走経費については、時間制運賃 2,310円/30分（公定幅運賃）から運行日数の 1/2をセダンタイプ車両 1

台にて 2時間追走を行うと想定。

（８）運行収入（200円）※追走運行を除く

運行収入 325千円

※運賃収入については、1本あたり平均利用者数を大人 2人と想定

（９）運行経費収支差 ※収支差③＝運行経費①－運行収入②

運行経費収支差（追走運行を含まない） 2,108千円

①

②

③

資料３ 修正前
中間南校区乗合タクシー運行計画書（R6.10月～R7.9月）



５．運行経費（概算）

（１）運行車両 5人乗りセダンタイプ

（２）運行頻度（1つのバス停にバスが来る回数） 8便/日

（３）本数（全体の運行本数） 4本/日、週 4日（203日）

（４）運行系統キロ程 ①太賀・朝霧系統 10.6㎞

②通谷・桜台系統 7.9㎞

（５）運行条件

車両運行台数 1台

車両予備台数 4台

車両年間走行キロ ※追走運行を除く 7,516.4㎞/台

乗務員雇用者数 1人

乗務員数 1仕業

停留所数（往復で 42個） 25箇所

（６）キロ当たり運行経費 ※追走運行を除く

キロ当たり運行経費 359.2円/㎞

※キロ当たりの運行経費の算出について

令和 6年 10月運行開始時の両系統の平均運行キロ程 9.3kmを基に試算。

公定幅運賃（5人乗り普通車の場合）：860円/1.6km 80円/253ｍ

公定幅運賃より 3,340円/9.3㎞と試算し、キロ当たりでは、359.2円とする。

（７）運行経費（概算）

運行経費 2,699千円

追走経費 1,049千円

小計 3,748千円

※運行経費は（６）キロ当たり運行経費から試算。

※追走経費については、時間制運賃 2,570円/30分（公定幅運賃）から運行日数の 1/2をセダンタイプ車両 1

台にて 2時間追走を行うと想定。

（８）運行収入（200円）※追走運行を除く

運行収入 325千円

※運賃収入については、1本あたり平均利用者数を大人 2人と想定

（９）運行経費収支差 ※収支差③＝運行経費①－運行収入②

運行経費収支差（追走運行を含まない） 2,374千円

①

②

③

中間南校区乗合タクシー運行計画書（R6.10月～R7.9月）

修正後



８．参考事例 鞍手町 もやいタクシー

９．運行経費（概算）

（１）運行車両 5人乗りセダンタイプ

（２）運行頻度（1つのバス停にバスが来る回数） 最大 8便/日

（３）本数（全体の運行本数） 最大 8本/日、週 4日（203日）

（４）運行条件

車両運行台数 1台

車両予備台数 3台

車両年間走行キロ ※追走運行を除く 2719.6㎞/台

乗務員雇用者数 1人

乗務員数 1仕業

停留所数（往復で 36個） 25箇所

※車両年間走行キロの算出について

令和 4年 10月から令和 5年 9月までの実車走行キロの平均値（垣生・下大隈系統：3.5km、砂山・底井野系

統：3.2km）と計画運行便数（垣生・下大隈系統：404便、砂山・底井野系統：408便）を基に試算。

（５）キロ当たり運行経費 ※追走運行を除く

キロ当たり運行経費 391.2円/㎞

※キロ当たりの運行経費の算出について

令和 4年 10月から令和 5年 9月までの 2系統の実車走行キロの平均値 3.4kmを基に試算。

公定幅運賃（5人乗り普通車の場合）：770円/1.6km 80円/280ｍ

公定幅運賃より 1,330円/3.4㎞と試算し、キロ当たりでは、391.2円とする。

（６）運行経費（概算）

運行経費 1,064千円

追走経費 469千円

小計 1,533千円

※運行経費は（５）キロ当たり運行経費から試算。

※追走経費については、時間制運賃 2,310円/30分（公定幅運賃）から運行日数の 1/2をセダンタイプ車両 1台

にて 1時間追走を行うと想定。

（７）運行収入（200円）※追走運行を除く

運行収入 162千円

※運賃収入については、1本あたり平均利用者数を大人 1人と想定

（８）運行経費収支差 ※収支差③＝運行経費①－運行収入②

運行経費収支差（追走運行を含まない） 902千円

①

②

③

修正前



８．参考事例 鞍手町 もやいタクシー

９．運行経費（概算）

（１）運行車両 5人乗りセダンタイプ

（２）運行頻度（1つのバス停にバスが来る回数） 最大 8便/日

（３）本数（全体の運行本数） 最大 8本/日、週 4日（203日）

（４）運行条件

車両運行台数 1台

車両予備台数 3台

車両年間走行キロ ※追走運行を除く 2719.6㎞/台

乗務員雇用者数 1人

乗務員数 1仕業

停留所数（往復で 36個） 25箇所

※車両年間走行キロの算出について

令和 4年 10月から令和 5年 9月までの実車走行キロの平均値（垣生・下大隈系統：3.5km、砂山・底井野系

統：3.2km）と計画運行便数（垣生・下大隈系統：404便、砂山・底井野系統：408便）を基に試算。

（５）キロ当たり運行経費 ※追走運行を除く

キロ当たり運行経費 441.2円/㎞

※キロ当たりの運行経費の算出について

令和 4年 10月から令和 5年 9月までの 2系統の実車走行キロの平均値 3.4kmを基に試算。

公定幅運賃（5人乗り普通車の場合）：860円/1.6km 80円/253ｍ

公定幅運賃より 1,500円/3.4㎞と試算し、キロ当たりでは、441.2円とする。

（６）運行経費（概算）

運行経費 1,200千円

追走経費 525千円

小計 1,725千円

※運行経費は（５）キロ当たり運行経費から試算。

※追走経費については、時間制運賃 2,570円/30分（公定幅運賃）から運行日数の 1/2をセダンタイプ車両 1台

にて 1時間追走を行うと想定。

（７）運行収入（200円）※追走運行を除く

運行収入 162千円

※運賃収入については、1本あたり平均利用者数を大人 1人と想定

（８）運行経費収支差 ※収支差③＝運行経費①－運行収入②

運行経費収支差（追走運行を含まない） 1,038千円

①

②

③

修正後


